
（別紙１） 

「オールオホーツクで学力向上を！」ロードマップ 
 
＜年度末における「目指す子どもの姿」（ゴールイメージ）＞ 

・単元や1時間の学びを振り返り，自身ができるようになったことや，みんなで学ぶよさを実感できる子ども。 

 

学 校 名 ○○市 立 ○○小 学校 

役職・担当者名 教諭 ・ ●● ●● 

【年度末からの引継ぎの状況】  
（
新
年
度
の
体
制
づ
く
り
を
踏
ま
え
、
第Ⅰ

期
に
お
け
る
取
組
の
重
点
を
決
め
る
。） 

【第Ⅰ期：４月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【第Ⅱ期：１０月～評価】 【
学
校
評
価
】（
学
校
評
価
を
踏
ま
え
、
成
果
と
課
題
を
記
入
す
る
。） 

【年度末：次年度への引継ぎ】 
【
電
話
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
報
告
】（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
取
組
を
記
入
す
る
。） 

取
組
の
重
点 

①学習環境の充実 
②授業改善に向けた取組 
③家庭との連携 

取
組
の
重
点 

①学習環境の見直しと徹底 ①学習環境の見直しと徹底 取
組
の
重
点 

①学習環境の見直しと徹底 
②授業改善に向けた取組 
③家庭との連携 

②授業改善に向けた取組 ②授業改善に向けた取組 

③家庭との連携 ③家庭との連携 

具
体
的
取
組
内
容 

① 掲示や学習環境づくりの
基本的統一の継続。 
②-1 解決した「課題」を工夫
してまとめたり，条件付けられ
た振り返りを行ったりする。 
②-2 1時間の学びのねらい
を明確にした授業を行うとと
もに，対話と定着の時間を確保
する。 
③自主学習と宿題の提示 

具
体
的
取
組
内
容 

① 机上の学習用具の準備と姿勢保持 
【教務・●●】 
②-1 明確なねらいをもった授業づくり 
【研修・●●】 
②-2 単元・本時の振り返りの時間的保
障【研修・●●】 
③ 家庭学習の手引きを活用した自主学
習の活性化【教務・●●】 

① 机上の学習用具の準備と姿勢保持 

【教務・●●】 

②-1 ねらいを達成する単元・本時の授業づ

くりの工夫【研修・●●】 

②-2 単元・本時の振り返りの時間的保障

【研修・●●】 

③ 家庭学習の手引きを活用した自主学習

の活性化【教務・●●】 

具
体
的
取
組
内
容 

① 重点化した学習ルールに基

づく学習規律の徹底 

【教務・●●】 

②-1 ねらいを達成する単元・

本時の授業づくりの工夫 

【研修・●●】 

②-2 児童が学びがいを実感す

る単元・本時の振り返りの工夫

【研修・●●】 

③ ICTを効果的に活用した自

主学習の工夫【教務・●●】 目
標
指
標 

① 確認の徹底と声掛けの継続 
②-1 児童アンケートにおいて，「ねら
い・課題が設定されていた」という項目で
８０％以上 
②-2 振り返りの時間を位置付けた単元
の指導計画づくり 
③ 全学級自主学習の提出率８０％以上 

① 確認の徹底と声掛けの継続 
②-1 チャレンジテストの2学期末問
題おいて学年平均で全道平均以上。 
②-2 振り返りの時間を位置付けた単
元の指導計画の検証 
③ 全学級自主学習の提出率８０％以
上の継続。 

目
標
指
標 

① 指導者や教科によって変
わらない学習環境・学習規律の
徹底と継続。 
②-1 単元を通した「振り返
り」活動の時間の保障と質的向
上。 
②-2 対話に必要な資質・能
力の検証と，その基礎・基本の
定着。 
③学校で学んだことの定着を
図る宿題の提示を全学級で行
う。 

目
標
指
標 

①現状の10の学習ルールを
焦点化し，継続した取組を行
い，月ごとの反省を行う。 
②チャレンジテスト・学力学
習状況調査において，全道平
均以上。 
②学校評価による児童アン
ケートで「学びがい」の項目
の到達度７０％以上 
③家庭学習時間の学年ごと
の設定時間達成率７０％以
上。 

成
果
と
課
題 

○学校評価において８２％の子が宿題・
自主学習に毎日取り組んでいると評価。 
○理論研修において，指導と評価の一体
化や，指導計画づくりについて検討した。 
●学力の向上につながっているか成果が
見えにくい。 
●振り返りの時間を保障する。 

○学校評価において自主学習の取組は
保護者・児童共に評価がさらに上がって
いる。 
○公開研を控え，単元の指導計画に振り
返りを位置付けることの意識が各担任
に根付いてきている， 
●チャレンジテストの目標指標が1学
年しか達成できなかったため，達成した
学年の取組を，次年度の教育課程に組み
込むことで学力向上を図る。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・サポート問題への取組と既
に取り組んだ問題の活用。期末
問題の実施と定着を図る反復
の実施。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・1学期末問題の結果を基に，平均を下回
っている問題や領域において，学年で共
通の宿題を出すことで重点的にサポート
する。 

・サポート問題の活用と2学期末問題の
結果の分析による学年の学びの定着を
目指す。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
の
活
用 

・過去問題の朝学習，宿題へ
の活用 
・テスト実施後の定着の確
認の実施。 
・夏休み版，冬休み版の家庭
への配布。 

具体的取組内容が明確になって
おり、取組内容を焦点化しなが
ら取組を推進している。 


